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「 雑 感 」

会員数 欠席者 出席者 出席率

総 数 81名 16名 65名

出席計算者 71名 13名 58名 81.69％

1月27日修正出席率 90.14％ 1月平均出席率86.62％

出席報告

ニコニコ箱

☆WCSｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 京谷知明様、本日卓話よろしくお願い

します。･････････････････････････････････植田英

☆財団のﾍﾞﾈﾌｧｸﾀｰで表彰されました･････････････辻啓

☆孫が岐阜大学付属小学校に抽選倍率30倍のところを

勝ち抜いて入学しました。･････････････････村上

☆久し振りに出席出来ました。(今年2回目です。ｽﾐﾏｾﾝ)

･････････････････････････････････････････三谷方

☆内孫と誕生日が同じだったのでお陰様で1才と72才の

ﾊﾞｰｽﾃﾞｨを共に祝いました。･･････････････････鈴木

☆50周年誌が出来ました。･･･････････････････吉田透

☆最近物忘れがひどいのか、50周年誌の110頁に私の会

員随想が載っていますが書いたかどうかの記憶があ

りません。･･･････････････････････････････三前剛

☆50周年記念誌ご苦労様でした。･････････････畑地浩

☆所得税の確定申告の受付が始まりました。かき入れ

時です。･････････････････････････････････植田芳

☆やっと片目あきました。本日しょうわ会よろしくお

願いします。･････････････････････････････玉井洋

☆山本さん、田上さん、伊賀さんありがとう。ゴルフ

１００年の歩み

Ｄｉｓｔｒｉｃｔ ２６４０ 田辺ロータリークラブ Ｃｌｕｂ Ｗｅｅｋｌｙ Ｂｕｌｌｅｔｉｎ
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４つのテスト (FOUR WAY TEST)

言行はこれに照らしてから
(1) 真実かどうか
(2) みんなに公平か
(3) 好意と友情を深めるか
(4) みんなのためになるかどうか

次回のプログラム3/3

本日のプログラム 2/24

ＲＯＴＡＲＹ

お 祝 い

会員誕生日 2/10 三谷方

2/13 鈴木

配偶者誕生日 2/19 三前安佐子(洋)

2/21 竹本せき子(達也）

2/22 瀬戸宏子(英男)

2/23 川内美栄(潔)

鍵の病院 柏木ロック
店主

柏木幸王様
「最近の防犯事情」

｢梅の花｣ 撮影 玉井洋司会員

お知らせ

ロータリーを祝おう 例 会 日 木曜日 12：30
例 会 場 紀陽銀行三階ホール
会 長 辻 啓次郎
幹 事 植田 芳史
会報委員長 玉井 洋司
http://tanabe-rc.com/

承 認 昭和28年3月2日
事務所 田辺市栄町24 〒646-0048

紀陽銀行田辺支店内
ＴＥＬ 0739-24-2002
ＦＡＸ 0739-26-0264
ｍａｉｌ tanaberc@mb.aikis.or.jp

会長報告
・ロータリー財団よりベネファクターの認証状が、私

辻に届いております。

・2月12日に第２回ｸﾗﾌﾞ会長会議が和歌山で行なわれ、

畑地ｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐と共に出席してまいりました。会員

増強、米山奨学生の件等と、平尾ガバナーエレクト

の方より来年度は親睦に注目したいとのことでした。

・幹事報告
・ﾛｰﾀﾘｰ手帳、RC全日本会員名簿の申込みを締切りた

いと思います。希望者は、申込用紙に記入お願いし

ます。

・近隣クラブの会報が届いています。

ロータリー財団委員会 多屋平彦委員長
・本日の食事は、100万ドルの食事です。

しょうわ会 玉井洋
・本日午後6時30分より白良浜ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙにて開催です。

送迎バスは、田辺駅弁慶像前午後5時30分出発です。

親睦活動委員会 渡部委員長
・先週に引き続きますが、地区大会の出欠用紙の提出

お願いします。多勢の方に出席いただけますようお

願いします。

50周年記念誌委員会 吉田透委員長
・50周年誌ようやく完成致しました。皆さんの各自ト

レーに入れています。委員会の方は例会終了後お残

り下さい。

委員会報告

メイクアップ

2月12日 辻､畑地浩（地区ｸﾗﾌﾞ会長会議）

優勝させて頂きました。････････････････････新井

☆ＲＣから2/16の誕生日にお花を頂いたと電話してき

た家内に「ｷﾑ・ｼﾞｮﾝｲﾙと同じ日だね」と言ったらケ

ンカになりました。･･･････････････････････髙橋廣

☆二女が京都で舞妓の格好をしました。私に似てきれ

いです。･･････････････････････････････････中松
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《はじめに、「ＷＣＳ」とは》

ＷＣＳこれは、World Community Service（世界社

会奉仕）の略です。１９６７年に発足した世界社会奉

仕（ＷＣＳ）は、「希望の静かなる改革」と呼ばれて

いますが、２ヶ国のロータリークラブか力を合わせ、

援助を必要としている組織や人々に手を差し伸べ、そ

の組織や人々の要請に応えるとき、世界社会奉仕(Ｗ

ＣＳ)プロジェクトが誕生します。世界社会奉仕(ＷＣ

Ｓ)は援助を受ける組織や人々だけではなく、援助提

供を行う組織や人々にも恩恵をもたらすのです。

《ＷＣＳ(World Community Service)世界社会奉仕の目標は》
ＷＣＳプログラムは、国際奉仕に属す活動である。

ロータリアンは、このような活動を通じて、人々の生

活を改善し、人々のニーズに応えるプロジェクトを実

施する。そして、物質的、技術的、専門的援助を通じ

て、国際理解と親善を推進するとされており、その目

標は

１.援助を必要としている人々の生活の質を、ロータ

リーの国際奉仕を通じて、高めること異なる国のロー

タリー・クラブと地区が協力して国際奉仕プロジェ

クトを遂行するのを奨励すること

２.援助を必要とするプロジェクト、それに援助を提

供したいという申し出についての情報交換の機会を

効果的に提供すること

３.国際規模の開発や文化上の問題について、さらに

自主自助のプロジェクトを実施する重要性について

ロータリアンの理解を深めること

４.ＲＩと財団の関係プログラムと強調事項の参加者

にＷＣＳプログラムの提供するサービスを利用して

もらうこと

５.ロータリー財団その他からＷＣＳプロジェクトに

授与される補助金についてロータリアンに知らせる

こと

６.ＷＣＳの成功談を他のロータリアンに伝えること

７.国際理解、親善、平和を育成すること

《地区ＷＣＳ(世界社会奉仕)が行うこと》

１.地区内のすべてのロータリー・クラブに、他国の

ロータリー・クラブとＷＣＳの提携をするよう奨励

すること。この提携は、地区ＷＣＳ委員会を通じて

調整するよう奨励されている

２.地区内各クラブとの定期的接触および地区の諸会

合並びに都市連合会等を通じて、ＷＣＳプログラム

に対する理解の増進を図り参加を推進すること

３.他国のロータリー・クラブからＷＣＳの援助を受

けることができると思われる地元のニーズを見つけ

るよう地区内のクラブを激励すること

４.地区内のクラブから報告されている実施中のＷＣ

Ｓプロジェクトを審査し、それをガバナーに報告し、

該当すれば、ＷＣＳプロジェクト交換室にプロジェ

クトを登録するよう力を貸すこと

５.ＷＣＳ活動のために提供可能な地域社会内の援助

資源を探し出すよう地区内クラブを督励すること

６.ＷＣＳを地区内のすべての関係報道機関(ロータリー

との関係の有無を問わず)に発表すること

http://tanabe-rc.com/

「最近のＷＣＳ活動について」

７.地区規模のＷＣＳプロジェクトを実施すること

８.地区内のＷＣＳ活動の記録を取り、定期的にガバ

ナーおよび世界本部へ報告すること

９.国際ボランテイア奉仕など、ＷＣＳ活動にロータ

リアンを直接参加させること

《今年度の地区ＷＣＳの基本方針について》

基本方針については、直接国際ボランテイア奉仕活

動になどに参加して頂きたく思っていますので、世界

社会奉仕(ＷＣＳ)プロジェクトは昨年度に引継ぎクラ

ブ主導型で実行して行く事を原則とし、ＲＩより地区

世界社会奉仕(ＷＣＳ)委員会にプロジェクトの依頼が

あれば、選考後プロジェクトの詳細を各クラブにＥ－

ＭＡＩＬ連絡、もしくは地区のホームページに掲載致

します。また、昨年度に引続き本年度も世界社会奉仕

ファンド申請を受付ます。最高金額は、１人４０００

円×（２００４年６月３０日の会員数）と致し、世界

社会奉仕（ＷＣＳ）は送金だけではなく、各クラブか

ら姉妹クラブとの世界社会奉仕（ＷＣＳ）プロジェク

トの新規申請も歓迎致します。

《ＷＣＳを成功させるために》
※小さなこと（小額のプロジェクトから）から始めて

下さい。※長期的な提携出来るように信頼関係を築き、

より一層親睦を深めて下さい。※プロジェクトのパー

トナー候補の文化について学んでおいて下さい。※知

識並びに経験の豊富なクラブに助言を求めて下さい。

※ 効果的なコミョニケーションを心掛けて下さい。

(クラブ単独ＷＣＳの成功事例紹介-堺フェニックスＲＣ)

《ガバナーからのお願い》
今、私たちになくてはならない水が危機に瀕してい

ます。世界と日本、そしてあなたの地域の水問題を解

決するために水問題を考えて下さい

（地球上の水問題） 水と衛生★１日２０リットルの

水を手に入れるのに３０分以上歩かなければならない

人が、１１億人もいます。

日本では､１人１日平均３００リットルの水を使っ

ています。★２４億人がトイレすら利用できないでい

ます。★発展途上国の中には、学校に女性用のトイレ

がないため学校に行けない子どもがいます。★水が原

因となる病気で子どもが８秒に１人ずつ死亡していま

す。

食糧の自給率が４０％を切る日本。大量の水を使っ

て作られる穀物や肉類などの農産物を、世界中の国々

から輸入世界から大量の水を輸入し、日本の社会や経

済は、大量の水の輸入によって成り立っていることを

もっと認識して頂き、考えてみて下さい。

世界の水を守ることは、日本に住む私たちの暮らし

を守ることでもあるのです

《終わりに》
今こそあなたが・・・・

ロータリアンとして

援助を必要とする人に手を差し伸べ

他国のクラブと関係を築き

世界のいろいろな地域社会の風習や文化に接し

世界社会奉仕プロジェクトを実施するときではあ

りませんか？

ロータリアンとして・・・・・・

本日は卓話にお招き頂きまして、誠にありがとうご

ざいました。貴クラブの益々のご発展を心からお祈り

申し上げ、簡単ですが「ＷＣＳ活動」の卓話とさせて

頂きます。ありがとうございました。

国際ﾛｰﾀﾘｰ第2640地区
ＷＣＳアドバイザー

京 谷 知 明 様

プログラム


